




　　

	プ
ロ
グ
ラ
ム

	日程
	時　 間
	テ 　ー 　マ
	講　師（敬称略）

	
	10
月
 26
日
（土）
	13:00～14:30
	臨床児童青年精神医学における診断とは-症例を通して-
	山﨑　晃資

	
	
	14:40～16:10
	心の状態の変化を臨床心理査定情報から追いかける
	佐藤　忠司

	
	
	16:20～17:50
	思春期症例の見立てについて
	小倉　　清

	
	
	18:00～18:40
	質疑応答
	本日の講師

	
	10
月
 27
日
（日）
	9:30～11:30
	DSM-5:特に自閉症スペクトラム障害、コミュニケーション障害などについて
	本田　秀夫

	
	
	11:30～12:30
	昼 食 休 憩（各自でおとりください）

	
	
	12:30～14:30
	ICD-1１:特に強迫性障害、チック、自傷系障害などについて
	松永　寿人

	
	
	14:45～16:15
	質疑応答
	本日の講師


厚生労働省後援 第28回思春期精神保健特別講座





№13307





今、あらためて「診断」とは


－ＤＳＭ-5とＩＣＤ-11をめぐって－





期　　日： ２０１3年１０月２6日（土）～27日（日）


受講対象：心理職・相談員・保健師・医師・看護師・教諭・養護教諭・スクールカウンセラー・保育士・


ワーカー・ＰＳＷ・ＳＷ・行政・司法など子どもの臨床にかかわる専門家、並びに大学院生・


大学生などこの分野に関心のある方


定　　員：８０名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受 講 料：１0,０００円（税込み）　※ 昼食は各自でお手配ください


主　　催：公益財団法人　明治安田こころの健康財団


後　　援：厚生労働省


会　　場：明治安田こころの健康財団　8Ｆ講義室


東京都豊島区高田３－１９－１０　　03-3986-7021


	ＪＲ山手線・西武新宿線・東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車徒歩約7分


           　 　　　　　　　　　　　　　　　





講師ご紹介





　　　　　　　　　　　　企画講師／／山﨑　晃資 先生／／


山﨑  晃資　先生：臨床児童精神医学研究所 所長、医療法人弘徳会愛光病院 顧問


佐藤　忠司　先生：新潟心理相談システム 主催


小倉　　清　先生：クリニックおぐら 院長


本田　秀夫　先生：山梨県立こころの発達総合支援センター 所長


松永　寿人  先生：兵庫医科大学医学部精神科 教授　　　　　　　　　　　　　（ご出講順）





本年５月、DSM‐5が出版された。かなり早い段階で書店に注文していたが、手元に届いたのは６月下旬であった。「スペクトラム障害」という表記が目に付くが、なぜか判然としない。２年後にはICD‐11が出るとのことである。


　１９８０年にDSM‐Ⅲが出版された時のことを思い出す。大幅な改訂が行われたDSM‐Ⅲに対して賛否両論があったが、急速に広まっていき、安易な操作的診断分類が行われるようになった。


　今回は、臨床の場における「診断」の意義をあらためて考えてみたいと思う。初日は、臨床診断をめぐる諸問題を症例に引きつけて議論する。２日目は、DSM‐5とICD‐11について、全体的な構成を説明していただき、その上で、とくに自閉症スペクトラム障害および強迫性障害などを中心に議論する。両日とも「質疑応答」の時間を設け、とくに２日目はそれぞれ２時間の枠で詳しく解説して頂くようにプログラムを構成した。新しい診断分類を学ぶまたとない機会であり、一人でも多くの方々のご参加を期待している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      【山﨑　晃資】








